子供の話「輝く星のように」　エステル4:14　2012年8月26日(日)　聖日家族礼拝
1． それは昔々、イスラエルの人たちがペルシャの国に支配されていた時代のお話しです。

　主人公は、エステルさんとモルデカイさんです。エステルさんは両親がいなかったので、親戚のモルデカイさんに育てられました。ですから二人は、本当の親子のようにして暮らしていたんですね。
2． そんなある日のことです。ペルシャの王様が奥さんを探しており、美しいエステルさんは

王様の奥さんに選ばれたのです！
　こうしてエステルさんは、王様の奥さん、つまり王妃となったのでした。

3． それからおよそ四年が経った頃、ペルシャに大変な人物が現れました。大臣のハマンです。

　ハマンは大臣であることをいいことに「私にひざまずくのだ！」と大威張り！

4． ところがモルデカイさんは、ハマンにひざまずくことなどしません。だってモルデカイさん

　は、まことの神様を信じるイスラエルの人、ユダヤ人でしたからね。

　　しかしそれでハマンが黙っているはずがありません。

5． 「王様、私たちの国にはとんでもない民族が紛れ込んでおりますぞ。そいつらは王様の言う

ことを守らず、自分たちの法律を守っているんです。こんなやつらをそのままにしていたら、とんでもないことになりますぞ！さあ王様、あいつらを滅ぼしてしまいましょう！！」

なんと恐ろしいことに、ハマンはモルデカイさんだけでなく、イスラエルの人たち、つまりユダヤ人全員を殺してしまおうと計画したのです！

6． 「エステル、大変なことになった。ハマンの悪巧みによって、国中のユダヤ人が殺されてしまうのだ。さあエステルよ、王様にその命令を取り消すように頼んでくれ！」

　もちろんそれをしたいのは山々のエステルさんですが、実はそれはすぐに出来るようなことではありません。王妃といえども、王様に意見するなど簡単にできることではなかったのです。　　まかり間違えば、エステルさんの命だって危ないのです。

7． しかしエステルさんは、命をかけてユダヤ人たちを救う決心をしました！もし死ぬことに

なるのだったらそれも仕方ないと、そこまで心を決めていたのでした。
8． 神様を信じ、命をかけたエステルさん。王様はちゃーんとエステルさんのお話を聞いてくれ

て、正しい判断をしてくれたのです。そう、ハマンの悪巧みは打ち砕かれて、ユダヤ人全員が、もちろんモルデカイさんも、無事に救われたのでした！
　「エステル」という名前は「星」という意味です。暗闇に輝く星のように、神様の光を輝かせ、人々を救いに導いたエステルさんでした。

9． 「神を愛する人々、すなわち、神のご計画に従って召された人々のためには、神がすべてのことを働かせて益としてくださることを、私たちは知っています。」ローマ８:２８
エステルさんが王妃になった時には、まさかこんなことが起こるとは思ってもみなかったでしょう。しかし神様はエステルさんに対して、不思議な計画を持っておられ、エステルさんを用いてユダヤ人を救うという素晴らしい御業をなさったのでした。
神様は私たち一人一人にも、素晴らしい計画を持っておられますよ。神様はあなたを必要としておられるのです。

おしまい。
